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社協だより

☆「社協」とは社会福祉協議会の略称です。
☆『社協だより』は，社協会員の皆様から納付いただいた会費をもとに発行されています。
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社会福祉法人鹿屋市社会福祉協議会広報誌
情報誌

P2	 赤い羽根共同募金運動にご協力をお願いします！
P3	 霧島市災害ボランティアセンターへの職員派遣報告
P5	 ひきこもり等の相談を受け付けています
P8	 ⃝鹿屋市ファミリー・サポート・センター会員募集中

⃝市民向け権利擁護講座を開催します
⃝看護師・ホームヘルパー（登録型職員）を募集しています

【今回の表紙】
　10月１日（水）に，市内16店舗
で約250名のボランティアの皆様
のご協力により，赤い羽根共同募
金の街頭募金運動を実施しました。
　今年も市民の皆様の共同募金運
動へのご協力をお願いします。
■この写真の関連記事は２ページ
をご覧ください。

ホームページ



　　　赤い羽根共同募金運動に
　　　ご協力をお願いします！
　本年も10月1日から12月31日までの3か月間「じぶんの町をよくするしくみ」をスローガンに，
市内一斉に募金運動を実施します。共同募金は，民間の福祉活動を財政面で支えていく重要な役割
を果たしており，身近な地域の福祉活動に活かされる寄附金です。
　本年度も市民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。また，「地域歳末たす
けあい運動」を 12 月 1 日から 12 月 31 日までの期間に併せて実施します。こちら
についても，皆様のご協力をお願い申し上げます。

地域福祉活動支援事業（助成総額 1,000,000 円 )
1 城ヶ崎町内会 18 上祓川運動サロン 35 辰喰町内会

2 立小野自治会気楽会 19 田淵町内会 36 獅子目町内会

3 中甫木町内会 20 西原4丁目ふれあいサロン三月会 37 中山上町内会

4 新栄町内会 21 寿3丁目町内会 38 下方限町内会

5 西祓川町内会 22 泉ヶ丘町内会 39 すこやか永峯

6 川東町内会 23 上谷元気ぴんぴん 40 おだまき会

7 古前城町内会 24 小野原町内会 41 スミレ会（スクエアステップ）

8 花岡町内会 25 大姶良西茶のん⤴ 42 下小原町内会ボランティアグループ

9 富ヶ尾中央町内会 26 天神町内会 43 下堀町内会

10 川西町内会 27 王子町鉦踊り銭太鼓保存会 44 鶴峰東町内会

11 笑笑サロン 28 永野田町内会 45 打馬町内会

12 十三塚町内会 29 サロンかんな 46 茶のん家もりあげ隊

13 岡崎上町内会 30 白水町ふれあいサロン 47 寿4丁目町内会サロンにじ

14 堅田町内会 31 寿5・6丁目町内会 48 小薄ふれあいサロン

15 西原3丁目町内会かわづ桜 32 新堀サロン 49 鶴峰中地区町内会

16 札元2丁目町内会 33 いきいきいけぞん会 50 下名西町内会

17 女性部会コスモス会 34 寿2丁目町内会 51 西原2丁目東町内会

　住みなれた地域で安心して暮らすことができる “助け合い・支え合い” の地域づくりを目指して，
令和 6 年度赤い羽根共同募金の配分金を活用した，令和 7 年度の公募助成事業の助成先が下記のと
おり決定しましたのでご紹介します。

令和 7年度赤い羽根共同募金
公募助成事業の紹介

共同募金 PR 動画
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８月７日からの大雨により県内各地で大き
な災害が発生しました。県の発表によると，
人的被害が死者１名，軽傷５名，住家被害が
霧島市や姶良市で全壊３棟，床上浸水 746 棟，
床下浸水 610 棟など甚大な被害となりまし
た。（令和７年８月 26 日現在）

このような状況の中，霧島市社会福祉協議
会（以下，「霧島市社協」）と姶良市社会福祉
協議会では，被災者の生活支援に向け「災害
ボランティアセンター」を設置し，８月 12
日から県内外から集まったボランティアによ
る災害復興の活動が行われています。主な活動内容としては，家に入り込んだ土砂のかき出しや家財
道具の運び出し，屋内の清掃作業などです。

当会では，８月 18 日から霧島市災害ボランティアセンター（霧島市社協）に対し，職員の応援派
遣を行いました。通常の業務と並行しながら災害ボランティアセンターの運営業務に従事されている
霧島市社協を応援すべく，９月末現在において，30 日間で延べ 44 名の職員を派遣しました。

主な業務内容は，霧島市災害ボランティアセンターの運営支援で，被災者からの困りごとの聞き取
り調査を行うニーズ受付係や，ボランティアセンターに集まったボランティアの受付係，ボランティ
ア活動を行うにあたっての心得や注意点を伝えるオリエンテーション係，ボランティアの活動場所や
人数を調整し活動現場へ派遣するマッチング係に配置され，地元の霧島市社協職員をはじめ，応援に
駆け付けた県内外の社協職員と役割分担をして災害ボランティアセンターの運営支援を行いました。

昨年１月１日の能登半島地震，そして今回の線状降水帯に起因する大雨災害，９月５日静岡県で発
生した竜巻・突風被害など，いつどこで大きな自然災害が発生するか分からない状況であり，また今
日の自然災害の激甚化も気になるところです。私たちが常に意識すべきは，平時から防災意識を持ち
万事に備えることであると改めて痛感しました。また，日頃から人と人をつなぐ社協の活動はもちろ
んのこと，鹿屋市における災害対応もしっかりと行っていく必要性を強く感じました。被災地の復興
には，時間を要すると思われますので，引き続き現地の復興支援を継続していきます。

霧島市災害ボランティアセンター
への職員派遣報告

～被災者の生活支援に向けた社会福祉協議会の活動～

鹿屋市社会福祉協議会　地域福祉課長　　岩元 伸司

ボランティアの受付の様子 ボランティアと被災者ニーズ
をつなぐマッチングの様子

活動現場に向かうボランティアに
資機材を渡す様子

ボランティア受付数………… 延べ 1,431 名（9/21現在）

支援を依頼された件数……………… 310 件（9/21現在）

提供：霧島ジオパーク推進連絡協議会
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支援金や食材等寄附の相談は鹿屋市社会福祉協議会（☎ 0994-44-2277）まで
当会が，鹿屋市内で活動しているこども食堂へ分配等をいたします。

寄附金（支援金） 食材 等
こども食堂を運営するには食材購入費，会場使用料，
水道光熱費，備品代，様々な資金が必要です。支援が，
こどもの居場所づくりを支える力となります。

毎月30食～250食の食事を提供するための食材
が不足しています。野菜やお肉，米，調味料など
の支援がこどもたちの笑顔と元気につながります。

寄附募集

もん吉食堂 おにぎり食べていこう ハレルヤ食堂
開催日時

毎月第 2 土曜日
11：00 ～ 14：00
食数が無くなり次第終了

社会福祉法人 林愛会 朝活部
（おにぎり活動部）がお弁当を
各ご家庭に朝配達

開催日時
毎月第 2 土曜日
11：30 ～ 14：00

参加料金
子どものみの参加
…バイキング無料
大人同伴の子ども
…持ち帰り弁当無料
大人 300 円募金で持ち帰り弁
当ひとつ
※店内での食事は子どものみ

の参加に限ります

配達可能校区
第一鹿屋中学校
西原台小・西原小
野里小・大姶良小

参加料金
中学生以下 無料
高校生 200 円
大人 300 円

連絡先
090-7186-1429（ツル）

連絡先
0994-43-6229（大隅学舎）

連絡先
080-5261-0606（大迫）

開催場所
もん吉食堂

（寿 2 丁目 14-33）

配達日時
月曜日・木曜日
朝７時～８時

開催場所
明信寺

（大浦町 14199-1）

企業
団体
個人

どなたでも
鹿屋市のこども食堂の

応援をお願いします

新しい
の紹介

新たに 3か所のこども食堂が立ち上がり，
鹿屋市のこども食堂は14か所になりました。
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細山田小学校で社協（手話）「出前講座」を開催
９月11日（木）に，細山田
小学校で鹿屋手話サークルやま
びこによる手話の出前講座が実
施され，同校４年生38名が受
講しました。
受講した児童たちが，覚えた
ての手話を出前講座の講師でも
ある聴覚障がい者の方に披露す
る姿も見られました。
この講座をきっかけに手話に
興味を持つことで，福祉に対す
る理解や関心が広がることが期
待されます。

９月５日（金）に，リナシティかのやにて，住民主体で安心して住みやすい地域を目指すことを目的
に「地域づくりを考える研修会」を開催しました。
当日は，自分の地域をよりよくするために活動する地域福祉協議会，住民による有償のボランティア
を行う団体，地域の見守り活動団体，市役所などから総勢50名が参加しました。
会では，川東町の地域福祉活動について平松川東町内会長から，地域福祉協議会の設置，見守り活動
や有償ボランティア，当会が車両を貸出し地域住民が買い物支援を行うドライブサロンプラスなどにつ
いて事例発表があり，その後意見交換が行なわれました。参加者からは，「川東町内会の取組がとても
参考になった」「他地域との意見交換が刺激
になった」といった声が多く寄せられました。
当会は，今後もこのような会を通じて住民
を主体に関係機関と連携し，よりよい地域づ
くりを目指していきます。

ひきこもり等の相談を受け付けています
◆なんとなく聞いてほしいことがある
◆家族や周りに“ひきこもりかもしれない”人がいる
◆親の年金で生活していてこの先が不安　など

相談はこちらへ
電　話　0994-44-2277（地域福祉課）
来　所　リナシティかのや２階福祉プラザ
メール　chiiki1@kanoyasyakyou.jp
訪　問　ご自宅等へ訪問も可能です
相談受付時間　9：00～ 16：00（月～金曜日）※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

まずはご連絡
ください。

すぐに相談
したい方！

※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

場所
リナシティかのや２階
福祉プラザ内相談室

（社会福祉協議会）

毎月第２火曜日
13：00 ～ 16：00

相談会（予約制）

話して
みませんか？
ひきこもり・
孤独・孤立

例えば

無　料

秘密厳守

「地域づくりを考える研修会」を開催
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地域福祉活動を　支援しています
当会では，地域で発生する様々な問題や福祉課題を解決するため，住民の自主的な　　福祉活動の取組を支援しています。
地域での助け合い，互助活動に興味がある方は，お気軽にご相談ください。	 〈地域福祉課　☎ 0994-44-2277〉

５　レクリエーション用具の貸出
スカットボールや輪投げなどのレクリエーショ

ン用具の無料貸出を行っています。高齢者サロン
や子育てサロン，三世代交流などの地域福祉活動
で活用しませんか？

【高齢者元気度アップ・ポイント事業】
高齢者個人が行うボランティアによる地域貢献活動及び要支援高齢者

等に対する支援活動並びに自ら取り組む健康づくり活動や生きがいづく
り活動に対し，現金等に交換できるポイントを付与することにより，健
康維持や介護予防，社会参加を推進します。

また，5 月20日以降，電子決済アプリ『Pay どん』内のスタンプカー
ド機能を活用したポイント付与の方法が追加され，より便利になりました。

６　地域の互助活動への継続的な活動資金の支援等

【高齢者地域支え合いグループポイント事業】
【事業内容】

65 歳以上の高齢者を含む任意のグループが行う，1 時間以上の互助活動等に対し，1 日当たり 1 ポイ
ントが付与されます。

【対象者】
鹿屋市内の在住者 3 名以上で構成され，構成員の半数以上が 65 歳以上である任意のグループ

【ポイント対象活動例】※自主的に企画している活動に限ります。
■高齢者を支援する活動　・高齢者サロンの開催，介護保険施設等でのボランティア活動等
■地域活性化活動　　　　・公園や道路などの清掃，美化活動等

【ポイント活用例】１ポイント1,000円として，上限年間60ポイント（６万円）
・会場使用料，お茶菓子代，製作物の材料代，清掃用品代，花の苗代など

４　高齢者サロン活動などの推進
住み慣れた地域ごとに，高齢者が気軽に集える場所（サロン）

を作り，生きがいづくりや健康づくり，仲間づくりの支援を行っ
ています。

高齢者が寝たきりや認知症になる最大の原因は “閉じこもり”
だと言われており，地域のみんなで集まって「気軽に」「無理なく」

「楽しく」「自由に」過ごせるこの活動は，昨今，大変注目されて
おり鹿屋市のあらゆる地域でも広がりをみせています。

ポイントの付与を受けるためには，事前の登録が必要です。登録を希望される場合は鹿屋市社
会福祉協議会までご連絡ください。（☎ 0994-44-2277） ※登録に際して，諸条件があります。
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地域福祉活動を　支援しています
当会では，地域で発生する様々な問題や福祉課題を解決するため，住民の自主的な　　福祉活動の取組を支援しています。
地域での助け合い，互助活動に興味がある方は，お気軽にご相談ください。	 〈地域福祉課　☎ 0994-44-2277〉

１　地域福祉協議会設立の推進

２　支え合いマップ作り等を通した助け合い活動の推進

地域における，少子高齢化が急速に進んでおり，住民相互の
関わり合いが希薄になるなど，住みなれた地域で安心して生活
するにはどうすればよいか，大きな課題になってきています。

地域福祉協議会は，町内会等を基本単位に，地域の福祉課題
を把握してみんなで共有し，その解決に向けた地域共生活動の
創出を目指しています。今年度新たに 1 か所が立ち上がり，現在，
市内では 26 か所の地域福祉協議会が活動しています。 （協議の様子）

≪令和 7 年度新規設立≫

郷之原夢楽づくり協議会
（令和7年７月６日設立）

7月6日（日）に，郷之原町自治公民館において郷之
原夢楽づくり協議会（郷之原地域福祉協議会）設立総会
が開催されました。郷之原町ではこれまでも，「郷之原の
今後を考える会」を有志のメンバーで開催しており，彼ら
は「住み慣れた地域をどうにかしなければ！」という住民
たちの思いを強く感じていました。
当会では，これからも，必要に応じた関係機関との連携
など，住民主体の活動をサポートしていきます。

当会では，支援が必要な方と住民等とのかかわりを地図に落
とし込み，課題を抽出する「支え合いマップ作り」や，住民の
困りごと等を把握する「福祉アンケート」の実施などを通して，
地域での互助活動のきっかけづくりを支援しています。話し合
い等を通して，地域の課題について住民のみなさんとともに考
え，解決活動に取り組んでいます。

支え合いマップ作り
３　見守り活動の推進
また，誰もが住み慣れた地域で安心して

暮らせるように，訪問グループを結成して
見守る「ふれあいネットワーク（見守り隊）」
の設立支援や，見守りの必要な方が日頃と
変わったことがないか等，ご近所が日常生
活の中で見守る「ご近所見守りネット」の
推進を行っています。
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郵便物がたまっている…

カーテンが閉まりっぱなし…

洗濯物が干されっぱなし…

大丈夫かな？



会員募集中

問合せ 鹿屋市ファミリー・サポート・センター　☎（0994）44-2277　FAX（0994）44-7757
開所時間　月～金曜日　午前 9 時～午後５時（土・日・祝日・年末年始は休みです）

子育てのお手伝いをしてほしい方！！ …随時登録を受け付けています。
利用料について
✿月曜日から金曜日の利用（祝日を除く）午前７時から午後７時まで …1時間700円
✿上記以外の利用……………………………………………………………1時間800円

令和 7 年 4 月 1 日から利用料は鹿屋市が負担することになりましたので利用者の負担はありません。
※但し，交通費・食事代・おやつ代・キャンセル料等は利用者負担になります。 利用会員登録用

二次元コード

有償のボランティア
子育てのお手伝いをしたい方！！（子どもの預かりや送迎，家事支援）

年３回，新規会員の登録のための講習会を開催しております。
次のような方がいらっしゃいましたら，ぜひご相談ください。
＊子育ての経験を生かして何か役に立つことがしたい。
＊子どもが大好きだから，ふれ合う機会がほしい。

鹿屋市ファミリー・サポート・センター

～ 市民向け権利擁護講座を開催します～

看護師・ホームヘルパー（登録型職員）を募集しています！

テーマ：身寄りがなくても安心して暮らすための互助のススメ
日　時：令和７年11月20日（木）　13：30 ～ 15：00
場　所：鹿屋市社会福祉会館（鹿屋市向江町29番2号）
講　師：NPO法人やどかりプラス　理事長　芝田 淳 氏
対　象：鹿屋市内にお住まいで，上記テーマに興味・関心のある方
定　員：50名程度
申　込：生活支援課 権利擁護推進センター（☎0994-44-1968）に
　　　　お電話もしくは右記二次元コードよりお申込ください。
注意点：駐車場には限りがありますので予めご了承ください。

▲申込は
　こちら
　から

問合せ先：生活支援課（☎ 0994-42-7188）

①仕事内容：掃除，調理などの生活介助及び家事支援，入浴などの身体介助
②資　　格：介護福祉士又はホームヘルパー１級・２級で普通自動車免許保有者
③賃　　金：【時給】1,000円～ 1,320円（各種手当については別途支給）
④勤務時間：午前６時～午後８時までの１日４時間程度
⑤勤務場所：【訪問介護】輝北地域【障がい者居宅介護】鹿屋市内一円
　　　　　　（自家用車で移動していただく場合があります）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

看
護
師

①仕事内容：移動入浴車利用者宅を訪問し，３人１組での健康確認や入浴介助
②資　　格：正看護師または准看護師で普通自動車免許保有者
③賃　　金：【時給】1,050円～ 1,320円（各種手当については別途支給）
④勤務時間：月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時までの１日４時間程度
⑤勤務場所：鹿屋市内一円（事務所より専用の車輌で移動します）

※掲載されている賃金設定は，社協だより第70号発行時の情報です。詳しくは下記までお電話ください。
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8 月 19 日（火）
“なつみかんさんのリトミック” イベント

　当日は，講師の歌とピアノにあわせて歩いた
り止まったり，色とりどりのストールで遊んだ
り，10組の親子が様々な音と動きを楽しみまし
た。お母さんたちも，自宅ではなかなかみられ
ない子どもたちの反応に笑顔で応えていました。

8 月 8 日（金）　“魚釣り” イベント

　5組の親子が参加し，画用紙で魚を作成しま
した。その後，磁石のついた釣り竿で魚釣りを
楽しみました。魚の種類や大きさもそれぞれで，
賑やかな釣り堀ができました。
　お家でも遊んでもらえるように魚はお持ち帰
りいただきました。

9月 13日（土）串良平和アリーナで行われた，かのやこども未来フェス2025に当会もブース
を出展しました。当日は，多くの小学生が様々なお仕事を楽しく体験されており，当会では，「困り
ごとお助け屋さん」というカードゲームを使って社会福祉協議会の仕事について知ってもらうととも
に，車イスの試乗をしてもらいました。これらの経験を通して，日頃，当会がどのような活動をして
いるのか知ってもらう良い機会になったと感じています。

社会福祉協議会ってどんなこと
をしているの…？？

つ ど い の ひ ろ ば り な イベント
紹介

リナシティかのやのつどいの広場『りな』で，イベントを行いました。

※�リトミックとは，音楽能力の向上や身体能力の発達を目指す
目的で，音楽を聴きながら体を動かすこと
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社協活動のPRや情報の発信をしています。

社協ホームページ 社協公式LINE インスタグラム

　ペットボトルキャップの売却益
をワクチン接種に役立てていま
す。詳細はこちら。

新役員・評議員のご紹介
　本年度，本会の役員（理事・監事）及び評議員の任期満了に伴う改選が行われ，次のとおり新役員及
び評議員が選任されました。

【役　員】任期：令和７年６月20日から令和9年度開催の定時評議員会終結の時まで
役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名
会　長 宮下　 昭廣 副会長 福永 　辰郎 副会長 上籠 　　司 理　事 渡邉 　正人
理　事 吉村　 敏行 理　事 増満 　房子 理　事 平田 　英子 理　事 前田 　昭一
理　事 川添 みや子 理　事 指宿 　章子 理　事 隈元 　敏一 監　事 末吉 　良夫
監　事 落司 ひとみ

【評議員】任期：令和７年６月20日から令和11年度開催の定時評議員会終結の時まで
福永 　浩文 黒木 　次男 本村 　和明 上籠　　 真 坂元 　竜太 岩元 　伸二
西丸 　晴彦 躯川 　　恒 上村 　利也 森元 　順子 有村 慎一郎 繁昌 　誠吾
西口 　純一 濵田 　啓子 西薗 美恵子 江之口 博行 浅井 　和成 内野 　匡章
永田 　良文 田中 　和春
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社協だよりの次回の発行は2026年１月です。

広告掲載事業にご利用いただきありがとうございます。広告コーナー

社協事務所連絡先一覧
【本　　所】 〒 893-0009　鹿屋市大手町 1 番 1 号

（リナシティかのや 2F 福祉プラザ内）
☎ 0994-44-2951　FAX 0994-44-7757

【本所分室】 〒 893-0006　鹿屋市向江町 29 番 2 号
（鹿屋市社会福祉会館内）
☎ 0994-42-7188　FAX 0994-42-7355

【吾平支所】 〒 893-1103　鹿屋市吾平町麓 2955 番地 1
（湯遊ランドあいら敷地内）
☎ 0994-58-8860　FAX 0994-58-8870

【輝北支所】 〒 893-0201　鹿屋市輝北町上百引 2100 番地 1
（輝北ふれあいセンター内）
☎ 099-486-0777　FAX 099-486-1333

【串良支所】 〒 893-1602　鹿屋市串良町有里 507 番地 1
（串良ふれあいセンター内）
☎ 0994-31-4400　FAX 0994-31-4401
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